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登壇 

 

谷元：本日はお忙しい中、ライオン株式会社の電話会議にご参加いただきまして、誠にありがとう

ございます。これまでは、第 2四半期の決算説明会につきましては皆様に会場にお集りいただき、

開催しておりましたが、今回は状況に鑑み、電話会議にて開催させていただきます。 

本日は弊社より、代表取締役社長執行役員、掬川正純。取締役上席執行役員、榊原健郎。経営企画

部長、南川圭。経理部長、竹生昭彦の 4名が参加しております。進行は経営企画部 IR 室谷元が務

めさせていただきます。 

これより、2020 年 12 月期第 2四半期決算内容につきまして、掬川よりご説明した後、質疑応答に

移らせていただきます。会議全体の時間は、1時間を予定しております。 

掬川社長、お願いいたします。 

掬川：社長の掬川でございます。お忙しい中、当社の決算説明会にご参加いただきまして、本当に

ありがとうございます。 

説明に入ります前に、今回の新型コロナウイルス感染症により亡くなられた方々に、謹んでお悔や

み申し上げますとともに、罹患された方々にお見舞い申し上げます。 

また先月、豪雨災害により亡くなられた皆様にも、謹んでお悔やみ申し上げますとともに、被災さ

れた皆様にお見舞い申し上げたいと思います。 

それでは、これより 2020 年第 2四半期決算について、本日開示いたしました資料に沿ってご説明

させていただきます。 

本日の内容が、2020 年第 2四半期の連結業績に続いて、下期の重点テーマ、そしてトピックスと

して、今回の新型コロナウイルス感染症に対する、当社の対応について触れさせていただいた後

に、通期での連結業績見通しについてもご説明したいと思います。 
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最初に、第 2四半期の連結業績の概要についてご説明します。3ページをご覧ください。 

7 月 31 日に上方修正しましたが、第 2四半期の連結業績は売上、利益ともに本年 2月末に修正し

た公表を達成し、対前年でも増収増益となっております。 

新型コロナウイルスの影響によりまして、ハンドソープ、手指消毒剤などの衛生関連品の売上が大

幅に増加したことに加え、在宅時間の増加に伴って台所用関連品、住居用洗剤の売上も大きく伸長

いたしました。 

また、売上構成の変化および競争費用の減少などによって、事業利益は大幅に増加し、事業利益率

も上昇しています。 

営業利益、親会社の所有者に帰属する四半期利益につきましては、本年 2月に本社土地の譲渡益を

計上したことによりまして、大幅に増加しております。 
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次の 4ページ目は、当社が参入している国内一般用消費財市場と海外市場の動向、主なものを示し

たものです。 

国内の一般用消費財市場のそれぞれのグラフは、店頭販売金額の前年増減比で示させていただいて

います。 

ご覧いただくように、ハンドソープ、住居用洗剤、台所用洗剤は前年を上回る成長が期を通して継

続しています。一方で、歯ブラシ、洗濯用洗剤、柔軟剤などは、2月に感染拡大時のまとめ買いが

あり、この反動を受けて、5月には大きくマイナスが出ています。 

海外市場につきましては、東南アジア、北東アジアともに日本同様、ハンドソープの市場が大きく

拡大していますけれども、特に東南アジアにおいては、外出活動制限等による消費の減退を受け、

当社が主力としている洗濯用洗剤の市場が縮小しました。 
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5 ページ目が、当社の第 2四半期の連結業績となります。 

売上高につきましては、前年同期比 1.1%、17 億円の増収となっています。為替変動の影響を除く

実質の増減率は、2.0%の増加となりました。 

事業利益は 39 億円増加し、事業利益率は 9.7%と、昨年から 2.3 ポイント上昇いたしました。 

営業利益は土地の譲渡益を含め、130.7 億円の増加となっております。 
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6 ページ目をご覧ください。こちらが事業利益の前年対比の増減要因です。 

売上増・構成変化等の影響が最も大きくなっていますが、これは売上増による粗利の増加に加え、

利益率の高い衛生関連品の売上構成が高まったこと、これが主に寄与しています。 

減益要因については、その他費用の増加によるもので、業績に連動する人件費増、減価償却費増が

主なものです。 
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次のページが、セグメント別業績になります。売上高は上段が総売上高、下段が外部売上高です。 

初めに、一般用消費財事業ですけれども、第 1四半期のまとめ買い需要の反動を第 2四半期に受け

ましたが、衛生関連品の伸びがけん引し、売上高は 5.0%増。セグメント利益が大幅増益となっ

て、利益率は 10.2%にまで上昇しております。 

産業用品事業につきましては、総売上高はグループ内取引の増加で増収となっておりますけれど

も、外部売上高については、化学品分野の市況低迷の影響が大きくなり、減収となっています。セ

グメント利益につきましては、利益率の高い業務用洗浄剤分野の構成が高まったことによりまして

増加しています。 

海外事業は、特に東南アジアにおいて、外出活動制限等により市場が縮退したことに加え、韓国で

の地政学的な影響が期を通して続いたことにより、減収減益となっています。 
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続きまして、一般用消費財事業の分野別の売上高になります。8ページ目になります。 

オーラルケア分野につきましては、第 1四半期好調でしたけれども。先ほどグラフで見ていただい

たとおり、4月以降、まとめ買い需要の反動が出た歯ブラシが主に伸び悩み、上期トータルでは

2.6%の伸長となりました。ただ、全体でも市場を上回る成長を当社は継続できています。 

ビューティケア分野は、増収の大部分はハンドソープが占めましたけれども、ボディソープも着実

に伸びています。 

ファブリックケア分野ですが、これも 4-6 月にまとめ買い需要の反動の影響を非常に大きく受けた

分野でありまして、その影響によりまして 6.0%の減少になりました。 

リビングケア分野は、外出自粛に伴う在宅期間増加の影響が出た分野でして、台所用洗剤、調理関

連品、住居用洗剤、私どもの主要の 3分野が全て好調に推移しています。 

薬品分野は、解熱鎮痛剤が前年を上回り、そして皮膚用薬の新製品も順調に立ち上がっておりまし

たけれども、インバウンド需要の大幅な減少の影響が大きく、減収となっています。 
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次に、海外事業についてご説明いたします。 

東南アジアは、タイ、マレーシアで外出活動制限等による消費の減退の影響を受け、またマレーシ

アにつきましては、当初計画していた洗濯用洗剤を中心とした収益改善策がコロナの影響を受け実

施することができず、全体の売上は前年同期比 5.7%の減少。為替変動の影響を除く実質でも、

3.3%の減少でした。 

一方、北東アジアは、全体の売上は前年同期比 1.1%の増加、為替変動の影響を除く実質で、6.5%

の増加でした。早期に市場が回復し、事業が回復した中国が好調に推移し、全体をけん引しました

が、韓国につきましては、ハンドソープは大幅に売上を伸ばした一方、昨年夏以降の事業環境悪化

の影響を受け、トータルで前年を下回っています。 

 

 

 

 

 

 



 
 

 

サポート 

日本    03-4405-3160    米国   1-800-674-8375  

フリーダイアル 0120-966-744 メールアドレス support@scriptsasia.com 
10 

 

 

ここまでご説明しました上期のサマリーをまとめております。ここについては説明が重複しますの

で、省略させていただきます。 
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続きまして、2020 年、この下期の重点テーマについてお話ししたいと思います。 

まず、当社を取り巻く経営環境リスクの認識についてご説明します。 

新型コロナウイルス感染症拡大によるリスクとして、世界的な経済成長の鈍化、景気悪化による所

得の減少や先行き不安による消費意欲の減退、また、主要な進出国での社会経済活動の制限、こう

したものがリスクとしては挙げられると考えます。 

また、地政学的なリスクとして、米中貿易摩擦の長期化、韓国、香港での情勢悪化が挙げられま

す。 
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このようなリスクが各セグメントにおよぼす影響についてでございます。 

一般用消費財事業では、衛生関連品は引き続き高水準の需要が続くと見ていますが、ファブリック

ケア分野をはじめとする主要市場では、伸び悩みのリスクがあると考えています。また、訪日観光

客の激減でインバウンド需要回復も、この下期については見込めないと考えます。 

産業用品事業では、自動車、電気・電子分野等の需要回復には、もうしばらく時間がかかると想定

しています。また、外食産業の業務用洗浄剤需要は、厳しい状況が続くと思います。 

海外事業については、いち早く市場が回復している中国の好調、これは継続すると見ています。一

方で、東南アジアにおいては、タイ、マレーシアでの活動制限等の継続によって、景気回復が遅

れ、消費の低迷が続く可能性があると考えています。 
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これらの状況を踏まえ、下期は衛生関連品需要への対応、オーラルケア分野の成長継続、中国事業

の成長加速に重点的に取り組んでまいります。 
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それでは一つずつ、簡単にご説明を追加してまいります。 

衛生関連品については、今後も高い需要が続くものと想定しており、ハンドソープについては、国

内では生産ラインの追加などによる生産能力の増強を引き続き進めるとともに、さらに外部の委託

生産への拡大も進めてまいります。 

海外におきましても、生産拠点であるタイ、韓国での増産を推進いたします。また手洗い等、衛生

習慣の定着に向けた啓発活動の強化にも努めてまいります。 
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オーラルケア分野の成長継続につきましては、今期は積極的なマーケティング投資を行い、虫歯予

防のクリニカ、歯周病予防のシステマ、口臭ケアの NONIO など、主力ブランドの育成強化に取り組

んでまいります。 

また、高付加価値品のライン拡充によりまして、ブランド地位を強固なものにしてまいりたいと考

えます。 

三つ目の中国事業の成長加速につきましては、これまでどおりシステマ、クリニカなど日本製品を

含む主力ブランドの育成の継続、そして、伸長が加速しております EC チャネルの強化に注力して

いきます。 
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それではここからはトピックスとして、新型コロナウイルス感染症に対する当社の対応について触

れさせていただきます。 

まずもって当社は生活必需品メーカーとしての供給責任をしっかり果たすべく、ハンドソープを中

心に、この半期を通じてフル生産を実施してまいりました。加えて、業務用の高濃度エタノール製

剤の緊急生産も、関係会社において実施しております。 

生産能力の増強を引き続き行いまして、下期も衛生関連品等の安定供給に最大限注力してまいりま

す。 

また、従業員の感染リスクの低減と、業務効率の向上に向けた取り組みも推進いたしました。 

オフィスにおきましては、在宅勤務へのシフトを促し、この期間では 9割近い従業員が在宅勤務に

移行し、宣言の解除後も在宅勤務の定着が進んでおります。 
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商品の安定供給のため、工場においては、ご覧いただいているような従業員の感染リスクの最大限

の低減のための施策を打ってまいりました。 

また、ここでは記載しておりませんが、供給責任を果たすべく業務にあたってくれた社員に対し

て、特別手当を支給しております。 

社会的な活動としては、新型コロナウイルスの感染症対策として、正しい手洗い方法の情報提供で

ありますとか、医療従事者への支援として、日本赤十字社、あるいは中国赤十字会を通じた寄付を

行いました。 
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このような新しい働き方に向けた取り組みを、一時的なコロナ対策としてではなく、ライオン流

「働きがい改革」において、恒久的な働き方、ワークスタイルの変革につなげてまいります。 
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それでは、2020 年の通期の連結業績見通しについて説明いたします。 

年間の業績予想ですが、新型コロナウイルスの事業への影響は、国内外での感染拡大の動向や景気

の動向によって、大きく変動する可能性が今後ともあり、その先行きについては大変不透明、不確

実な状況にあると認識しています。場合によっては、市場の活性化のための追加的な費用投入も必

要と考えております。 

加えまして、オーラルケア分野を中心として積極的なマーケティング投資、これを追加的に行う可

能性もあることなどから、現時点では 7月 31 日にお示ししたとおり、2月 28 日に修正した業績予

想を据え置いております。 

今後、経営環境等の変化によりまして、業績予想の修正が必要となった場合には、速やかに開示い

たします。 
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なお、セグメント別の売上高予想につきましては、第 2四半期までの動向、そして下期の計画など

も踏まえ、ご覧のように見直しを行っております。 
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株主還元につきましては、継続的かつ安定的な利益還元を行う配当の当社基本方針に基づきまし

て、今期の配当は、年初に公表しましたとおり前期比 1円増配の 22 円とし、5期連続の増配を予

定しております。 
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最後に、次期中期経営計画についてお話しします。 

本年度は、3年間行いました LIVE 計画の最終年度でありまして、本来であれば 2021 年度からは次

期中期経営計画を開始する予定でありました。 

しかしながら、新型コロナウイルスの影響で事業環境が不透明な状況にあるということで、3年後

の事業計画を数字面で緻密に設計することに合理性がないと考え、2021 年度は単年度の計画と

し、次期中期経営計画は 2022 年度以降のスタートとさせていただく予定です。 

ただし、将来に向けた当社の目指す姿や基本的な考え方等につきましては、2021 年 2 月の決算説

明時にお示しする予定です。 

以上で、私からのご説明を終わらせていただきます。ありがとうございました。 
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質疑応答 

 

Ｑ：上期で売上 11億円、事業利益で 38億円の増収増益に対して、通期予想を変えていない理由を

教えていただけますか。 

Ａ：この半年間で、新型コロナウイルスが事業にもたらすプラスとマイナスのインパクトについて

は、大凡把握ができてきました。しかしながら、今後の景気の減退や、海外における活動制限

の強化など、マイナス面の影響の大きさについては、現時点では読み切ることが難しいため、

2月 28 日公表の業績見通しを据え置いています。このようなリスクが発生した場合にも、追

加的なマーケティング投資や競争費用を投下することにより、トップラインの確保に努める。

こういったことを例年以上に、大きな規模で行っていく可能性があります。 

 

Ｑ：新型コロナウイルスの影響によりオーラルケア市場が鈍る理由を解説いただけますでしょう

か。 

Ａ：私どもの日用品は、あまり景気の動向に需要が変動影響を受けないのが、一般的だと思ってい

ます。しかし歯ブラシにつきましては、例えば歯磨きは使うとなくなりますが、歯ブラシは買

い替えのスパンをコントロールすることによって、需要量が変化してきます。今、この歯ブラ

シが若干まだ元気がないのは、こうした影響が出ている可能性があると見ています。ただ上期

オーラルケア分野トータルでは、約 2.6%の前年成長を継続できておりますので、最低でもこ

の水準は下期についても実現できるのではないかと考えています。 

 

Ｑ：第 1四半期にお話しされていた特需と家庭内在庫について、この第 2四半期の家庭内在庫は、

金額でどれぐらいあったと評価されていますでしょうか。 

Ａ：これは、消費増税時の駆け込み需要とその反動のように、それぞれの分野で正確に捉えること

は難しいと考えております。具体的な数字をトータルとしては把握できておりません。ただ、

傾向としては 2月が最大で、3月、4月の前半までそうしたまとめ買い需要が発生し、5月に

大きく反動が出て、7月にかけてほぼ戻ってきているというように捉えております。 

 

Ｑ：ファブリックケア分野について、第 2四半期の売上が大きく落ち込んでいると思われます。こ

の要因は、国内のファブリックケア市場の競争なのか、価格が値崩れしているのか、あるいは

コロナによる支出控え、消費マインドが下がったからなのか、分析いただけますでしょうか。 

Ａ：現状では、第 2四半期のマイナスは第１四半期のまとめ買いの反動が主たる要因と考えていま

すが、完全にそれだけの要素によるものなのか、若干需要が減退しているのか。その部分が少

し混じっているのかということについては、まだつかみ切れていない状況です。また、市場に

対する当社の位置づけでありますけれども、第 1四半期については市場を上回って伸張しまし

たが、第 2四半期については逆に下回り、通期ではほぼ市場通りという状況です。これは各社

の新製品の発売タイミング等によって、四半期単位で見ていくと上振れたり下振れたりという

ことがありますので。こういったことについては、半年単位で評価していくのが妥当ではない

かと考えています。 
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Ｑ：海外事業について、国別に上期の売上の伸び方を教えてください。また、タイ、マレーシアの

洗濯用洗剤が縮小とありますが、下期もこの傾向が続くのか見通しを教えてください。 

Ａ：最重点で攻略を進める中国については、外部売上高で 30%を超える成長で好調に推移してお

り、下期も継続できると期待しています。韓国は需要増によりハンドソープが伸長しました

が、事業環境悪化による影響が昨年 7月からのため、上期ではマイナス要素となり、わずかに

前年を下回りました。その点、下期は対前年という視点では大きなマイナス要素にはならず、

好調なハンドソープによる増益を期待しています。 

マレーシア、タイについては、市場全体が苦戦している洗濯用洗剤を事業の主力としておりま

すので、大きくマイナスとなっています。東南アジア地域における今後の見通しについては、

活動制限の継続期間次第ですが、今のところ上期並みの水準で推移するのではないかと見てい

ます。 

 

Ｑ：コロナによる活動制限に加え、競合の価格圧力や、低価格品へのシフト等が起きる可能性はあ

りますか。 

Ａ：あると思います。ただ現状で、競合との競争において、例えばマレーシア等において、洗濯洗

剤のシェアが下がっているということはありません。マレーシアでは幸い、私どもは洗濯洗剤

シェアトップでありますが、その地位を維持していますし、マーケットシェア上もほとんど同

じ水準を昨年来、維持ができている状況です。 

 

Ｑ：中国で売上が大きく伸長した要因についてご説明いただけますでしょうか。 

Ａ：ほかの国と同様にハンドソープが非常に大きく伸長しています。加えて従前と同じように、オ

ーラルケアは好調が継続できており、それにハンドソープが上乗せされたという構造です。チ

ャネル別では、ECの構成比がさらに拡大し、昨年の 56%から今年は 62%にまで上昇、売上伸張

率は前年比約 1.7倍となりました。 

 

Ｑ：海外におけるハンドソープ市場の拡大について、今後長い目で見て、どんな戦略を考えられて

いらっしゃるのですか。 

Ａ：当社だけではなく、ほかの会社を含めても、本当の意味での市場のニーズに対して、応えられ

ている会社は現時点ではないと考えています。例えばタイで前年比 2倍というのも、もっと供

給数量があれば、もっと市場が伸ばせただろうと考えています。従って、タイでのハンドソー

プのライン増設等を進めて、この需要の刈り取りをこの下期だけではなく、今後についても実

現していきたいと思っています。 

将来にかけては、この衛生用品の事業は、われわれにとって非常に大きなチャンスでもあり、

あるいはしっかりした供給を果たさなければいけない、非常に責任の重い分野でもあります。

下期以降、さらに重点的に取り組んでいきたいと考えています。 
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Ｑ：来期、中計を発表されないとありますが、どういう年に位置づけられていらっしゃるのです

か。 

Ａ：不確実性の高い現状において、3 年間の事業計画を通常の中計のようにお示しすることについ

ては避けたい、ということを申し上げています。とは言え 3年後、さらにその先を見据えて、

どういった戦略をもって、どの分野を強化していこうかということについては、もう来年から

スタートする予定ですし、そうした戦略的な考え方について、お示しする予定です。 

 

Ｑ：海外における衛生用品の展開ついて、スピード感は他社と比べても負けていないという理解で

よろしいでしょうか。 

Ａ：韓国やタイに、既にハンドソープを中心に生産拠点を持っているという点については、アドバ

ンテージだろうと思っています。これをもっとスピーディーに拡大していくということには、

取り組んでまいります。 

 

Ｑ：事業利益の増減要因予想において、トータルコストダウンを年初想定 15億から 10億に下げた

理由を教えていただけますか。 

Ａ：コストダウンを行う上では、組成面等の効率化を図る研究開発の活動と、プロセスの合理化を

図るための活動があります。これらは、実験や試験生産等を繰り返して実現に近づけていくわ

けですが、緊急事態宣言期間中の在宅勤務や活動抑制により、一部テーマに遅れが生じていま

す。これらは第 3四半期以降の活動で取り戻すことができると考えていますが、この下期にお

いては、当初見越したコストダウンの効果が若干マイナスになる可能性があり、想定数字を下

げています。 

 

Ｑ：説明の中で家庭内在庫の影響が 7月頃には概ね改善したとのことでしたが、これは全カテゴリ

ーにおいて解消したという理解でよろしいでしょうか。 

Ａ：家庭内在庫の解消という視点では、ほぼ全カテゴリー、7月までに解消したと考えています。

ただ、歯ブラシ等の一部分野において、完全には需要が戻り切っておらず、家庭内在庫が増え

たことによる反動ではなく、需要そのものが弱含みしている可能性があると懸念しています。 

 

Ｑ：下期に競争費用を増やす可能性に言及されましたが、これは、歯ブラシのように元気のない分

野への対策ということでしょうか。 

Ａ：はい。オーラルケア分野を中心に、需要が弱含んでいる分野については、競争費用を投下して

パイを取っていく必要があると考えています。 

 

Ｑ：原料価格の想定を見直されていますが、この見通しは少し余裕含みなものですか。 

Ａ：少し余裕含みですが、利益影響は 5億以下で、過大に余裕を持っているわけではありません。 
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Ｑ：東南アジアにおいて、なぜ洗濯用洗剤市場が縮小しているのでしょうか。 

Ａ：どんなに景気が悪くても洗濯はする、というのが日本的な発想だと思いますが、東南アジアに

おける低所得者層の人々の間では、洗濯回数を抑えたり、安価な洗剤に変更するといったこと

が起きていると想定しています。 

 

Ｑ：現在のハンドソープの好調さは来期も続くと考えますか。 

Ａ：過去の SARSや MERSの時とは違い、ハンドソープを中心とした衛生関連品の需要は来期以降も

手堅いと考えています。ただ、国によって状況が違い、日本や北東アジアは需要が続くもの

の、東南アジアでは、景気悪化で洗濯用洗剤の需要が減っているように、ハンドソープの需要

が元に戻る可能性はあると思います。 

 

Ｑ：第 2四半期は第 1四半期と比較すると、売上に対して競争費用の支出が多かった印象ですが解

説いただけますでしょうか。 

Ａ：4-6月の競争費用は前年並みとなっていますが、国内と海外で分けると、国内が全体的にセー

ビングされています。海外では、好調な中国において、618 等のイベントもあり、売上伸張に

連動して競争費用も増加しているため、過剰に超過しているわけではありません。 

 

Ｑ：マレーシアでの収益改善施策が進まなかった点について、詳細を教えていただけますでしょう

か。 

Ａ：マレーシアで計画していたのはコストダウンが主たるものではなく、マーケティング施策によ

り売上を伸ばす施策です。マーケットシェアを落としているわけではないですが、昨年から東

南アジアの成長に減速感が出ております。これを従前のような 5%程度の成長に戻すために

は、トップラインを重視したマネジメントへ少しずつ移行していく必要があると考え、現地大

手チェーンと期を通じてのフェアを計画していましたが、新型コロナウイルスの影響で、販売

店にも活動制限がかかり、計画していたプロモーション施策がほとんど実行できませんでし

た。 

その他この上期、マレーシアでは、シェア No.1ポジションにある洗濯用洗剤でのブランド戦

略の立て直しによる成長回復や、オーラルケア分野の強化としてシステマの汎用ブランド導

入、また、オーラルケア啓発活動も計画していましたが、実行できませんでした。 

 

［了］  
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